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サイエンスコミュニケーション
実践と理論
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サイエンスコミュニケーションの実践と理論
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サイエンスコミュニケーション
サイエンスコミュニケーションとの出会いサイエンスコミュニケーションとの出会い

19991999～～20002000 アメリカ自然史博物館でのインターンアメリカ自然史博物館でのインターン
20012001～アフタースクールの研究～アフタースクールの研究

（アメリカ自然史博物館との共同研究）（アメリカ自然史博物館との共同研究）

20022002 サイエンスコミュニケーションの翻訳サイエンスコミュニケーションの翻訳
20032003 ワークショップ「ワークショップ「2121世紀科学教育の創造」世紀科学教育の創造」
20042004 科学コミュニケータの研究科学コミュニケータの研究20042004 科学コミュニケ タの研究科学コミュニケ タの研究

（オーストラリア大学との共同研究）（オーストラリア大学との共同研究）
20052005 サイエンスコミュニケーションに関する有識者会議サイエンスコミュニケーションに関する有識者会議
20052005 科学技術リテラシー構築のための調査研究科学技術リテラシー構築のための調査研究
20062006 第第33期科学技術基本計画期科学技術基本計画

（科学技術コミュニケーションと科学技術リテラシー）（科学技術コミュニケーションと科学技術リテラシー）
20062006 サイエンスコミュニケータ養成実践講座開講サイエンスコミュニケータ養成実践講座開講
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背景背景
欠如モデル欠如モデル

「一般の人々は科学や技術の知識が欠如しており、専門家が正しい知識「一般の人々は科学や技術の知識が欠如しており、専門家が正しい知識
をわかりやすく伝えることが重要だ。」をわかりやすく伝えることが重要だ。」 「人々の科学的な理解が進め「人々の科学的な理解が進め
ば、・・・・課題が解決する。」ば、・・・・課題が解決する。」

科学者科学者→→一般の人々一般の人々

公衆の科学理解増進（公衆の科学理解増進（Public Understanding of Science: PUSPublic Understanding of Science: PUS））

解決できない課題が・・・・解決できない課題が・・・・BSEBSE
「安全と思われてきたこともリスクがある。」「科学者も誤ることもある。」「安全と思われてきたこともリスクがある。」「科学者も誤ることもある。」
「科学に予見できなことがある」「自分たちで選択する権利がある。」「科学に予見できなことがある」「自分たちで選択する権利がある。」

一般の人々一般の人々→→科学者・政策決定者科学者・政策決定者

政策決定への市民の参加政策決定への市民の参加

サイエンスコミュニケーションサイエンスコミュニケーション

双方性の対話の重視、合意形成双方性の対話の重視、合意形成

サイエンスコミュニケーションの背景
「理科」と「科学博物館における学び」

知識は学習者の外側にある

知
識
の
理
論

発見学習論発見学習論解説的教解説的教
育理論育理論

科学博物館に

学習者が知識
を構成する

学習は受動的で、内面
に知識が付加される

知識は学習者の内面において個人的
・社会的影響により構成される

学習理論

構成主義構成主義刺激反応刺激反応
理論理論

理科

9

科学博物館に
おける学び

(Hein, 1998)をもとに作成

サイエンスコミュニケーションとは

定義
科学という文化や知識が，より大きいコミュニティーの文化
の中に吸収されていく過程（ストックルマイヤー他，2003）

国民全体あるいは個々のコミュニティーの科学知識や科学
に対する意識を高めるためのコミュニケーション（渡辺・今井，
２００３）

1010

特徴
科学理解増進（Public Understanding of Science）

＋人々の科学に対する意識の向上（Public Awareness of 
Science）や関与・参画（Public Engagement）

人々と科学との長期間にわたる関係性を持続させていくこと
が重要

ＳＣに関連した調査研究例－博物館を中心にして

サイエンスコミュニケーションプラザの提案（１９９１）
総合開発機構、生命誌研究館、文化としての科学をねづかせることを目的

科学技術と社会に関する懇談会（１９９６）、科学技術理解増進検討会（１９９８）
科学技術と一般社会の架け橋となる「インタープリター」の育成,確保のための提言

サイエンスインタープリター等に関する調査（１９９８～２００２）
日本科学技術振興財団、科学系博物館における科学技術体験活動に関する調
査研究（１９９８，１９９９，２０００）、 ２０００年代の科学技術系人材育成事業に関
する調査（２０００）

1111

する調査（２０００）
科学技術政策研究所・国立教育政策研究所、科学系博物館における科学技術
理解増進活動に関する調査研究（２００２）

科学館の科学理解増進活動の影響に関する調査（２００３～）
科学技術政策研究所、科学館等における科学技術理解増進活動への参加が参
加者に及ぼす影響の調査（2003）、学校教育と連携した科学館での理科学習が
参加者に及ぼす影響の調査（２００４）

科学コミュニケーションに関する調査・提言（２００３～）
科学技術政策研究所第2調査研究グループ、科学技術理解増進と科学コミュニ
ケーションの活性化について（2003）及び科学技術コミュニケーション拡大への取
り組みについて（2005）

What

How

Who

サイエンスコミュニケーションの文脈依存

Where, When

Who

Why

博物館とサイエンスコミュニケーション
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科学系博物館のミッション

科学系博物館

２つの目標 コレクション
（資料の収集保管と調査研究）

科学館

１つの目標

コミュニケーション
（科学理解増進）

(Durant, J. 1992)

CollectionとCommunication

中期目標
●地球と生命の歴史、科学技術

の歴史の解明を通じた社会的
有用性の高い自然史体系・科

深める
調査・研究活動

Research

集める

標本収集活動
Collection学技術史体系の構築

●ナショナルコレクションの体
系的構築と人類共有財産と
しての標本資料の収集・保管

●人々の科学リテラシー向上に
資する展示・学習支援事業

Research Collection

広める
展示・学習支援活動

Exhibition
Educational Support

サイエンスコミュニケータ養成実践講座の位置づけ
（科博の場合）

自然科学の振興（知の創造と継承）
・調査研究
・標本資料の蓄積と将来への継承
・知の創造を担う人材の育成：連携大学院等による

研究後継者養成
自然史・科学技術史研究の進展、コレクションの構築自然史 科学技術史研究 進展、 クシ ン 構築

社会教育の振興（知の共有と社会還元）
・研究成果の還元：展示・学習支援事業
・蓄積された標本資料の共有

・知の社会還元を担う人材の育成：サイエンスコミュ
ニケータ養成講座
国民の科学リテラシーの向上

博物館におけるコミュニケーション博物館におけるコミュニケーション

コミュニケーションの場としての博物館コミュニケーションの場としての博物館

内なるコミュニケーション内なるコミュニケーション

コミュニケーションの対象としての博物館コミュニケーションの対象としての博物館

外部とのコミュニケーション外部とのコミュニケーション

1717

外部とのコミュ ケ ション外部とのコミュ ケ ション

博物館

他の機関・セクター

「資料は人と出会って初めて展示となる」「資料は人と出会って初めて展示となる」

展示資料とは

資料＋資料からの情報

コミュニケーションとしての展示

18

資料から情報を引き出し、展示を作るのが学芸員

展示を見て情報を引き出し、自分なりに意味づけをする
のが来館者

展示のストーリーとメッセージ

博物館における学習の特徴博物館における学習の特徴
Learning in Museum ContextsLearning in Museum Contexts

Ｔｅａｃｈｅｒ

Students

Exhibits, Materials

Communicators Audiences

(Ogawa, 2000)

伝統的なスタイル ““もの”を介してのコミュニケーションもの”を介してのコミュニケーション
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人々と科学とをつなぐサイエンスコミュニケー
タに期待される資質能力

Communication 
①コミュニケーション能力

③内容に関する専門性
Expertise ②コミュニケーション環境を整える能力

Coordination 

小川義和：博物館と大学との連携による科学コミュニケーターの養成，平成17年度日
本科学教育学会第29回年会日本科学教育学会年会論文集，29，pp．87-90，2005.8

resources

ＳＣ１ 伝える
プログラム開発とプレゼン

展示室でのコミュニケーション
の様子（H21年度）

ＳＣ２ つなぐ

プロジェクトの運営・外部資金活
用スキルに関する講義 ワークショップの運営

サイエンス・カフェの企画・運営（画像は１９年度）

活かす
終了後の活動：社会で活かす

資金提供企業へのプレゼン

(BMW Japan)

自然科学に関するフリーペーパーの発行

サイエンスグッズや展示ガ
イドの開発

23

認定・修了後の活躍状況（ H22年６月現在）
■H18～H21年度：合計92名（修了者：92名，認定者：39名[内，不明：1２名]）

科学コミ
ュニティ

一般の
々人

学生
ポスドク

科学館

教員（非常勤も含む）

研究機関

研究機関広報

省庁

15

10

企業

教育
機 関

メディア

政府
・行政

教員（非常勤も含む）

臨床心理士 大学職員

起業家 技術系企業
(研究・開発・技術者)

教育関係
一般企業

＊内定者を含む

広報関係

：5人

：１人

凡
例

サイエンスコミュニケーションの実践と理論

川島みなみが入院している夕紀の病室で悩んだこと。

－あらゆる組織において、共通のものの見方、理解、方
向づけ、努力を実現するには「われわれの事業とは何か。
何であるべきか」を定義することが不可欠である。－

サイエンスコミュニケーションは何のために、何を目指すのか
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サイエンスコミュニケーション学の検討

サイエンスコミュニケーション学は成り立つか

～学：一定の理論に基づいて体系化された知識と方法

サイエンスコミュニケーションに関する理論

複数、多くの人が納得できる考え方

それに基づいて体系化された知識と方法

論理的に導出される知識の体系

個人と社会の文脈にもとづく知識と方法の俯瞰

実践的な知識、スキルも含む

アプローチ（理論構築・体系化の方法）

演繹法による理論構築と体系化

帰納法による理論構築と体系化

遡及的仮説検証法による理論構築と体系化

サイエンスコミュニケーション学の検討

サイエンスコミュニケーションと他の学問領域との関係の整理

科学との関係

科学教育との関係

STS等の領域との関係

その他の学問領域との関係

これまでの実践の整理・俯瞰（多様性と共通性の認識）

大学、博物館、研究機関、地域、図書館、NPO・・・

サイエンスコミュニケーション研究、人材養成、サイエンスカフェ

これまでの実践における方法論の体系化

科学を伝える、対話する知識とスキルなど 27

サイエンスコミュニケーション学の範囲

⾃然科学
教育学

科学教育

科学教育者
の養成

博物館学
科学と社会
科学技術論

科学者の
養成理科教員養成

28

ミュニケーション学
サイエンスコ

ミュニケーション学

社会科学
⼼理学

コミュニケーション論コミュニケーション論
メディア論 経営学

博物館学 科学技術論

ジャーナリ
ストの養成

学芸員養成

科学活動のコー
ディネート

技術者の
養成

サイエンスコミュニケーションの科学教育における意義

理科教育(ほぼ確立された科学）

原理・法則を中心とした科学

新し領域を含む動的

な科学・技術

生活・地域社会

サイエンスコミュ
ニケーション

博物館から見たサイエンスコミュニケーション学の可能性

・博物館法は，博物館は資料に関する調査研究を行う機関と定義

・博物館の事業として，博物館資料に関する専門的，技術的な調
査研究及び博物館資料の保管及び展示等に関する技術的研
究を例示。

・博物館資料に関する研究＝いわゆる「調査研究」

人文科学，自然科学等の学問の各分野の資料に関する研究

・資料の収集保管に関する科学的研究＝「保存科学」等

・資料と人との結びつきに関する教育学的研究＝「博物館教育学」
（「科学教育」「美術教育」）

・博物館の経営に関する研究＝「博物館経営学」等

博物館展示における
サイエンスコミュニケーション

博物館資料 展示資料 来館者

研究成果

ストーリー、
メッセージ

資料
収集保管

資料に関す
る調査研究

来館者に関す
る研究

来館者研究、
マーケティング、
モニター調査

表現方法・展
示手法に関す
る研究

デザイン、サイエ
ンスライティング

展示評価

展示製作

Y.Ogawa, 2006
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博物館から見たサイエンスコミュニケーション学の可能性

博物館教育の特徴

現象や資料と人との相互作用を通じて学ぶ

探究することで人々が批判的に思考できるようにする

博物館教育学の拡張

従来の博物館教育学（ものとひとの関係）

博物館の社会的機能拡張と博物館教育学の拡張

サイエンスコミュニケーションが行われているセクター

育

科学コミ
ュニティ

府

一般の
々人

小川義和，亀井修：サイエンスコミュニケータに期待される資質能力-つながる知の
創造を目指して，日本教育工学会研究報告集，JSET06-4，pp．61-66，2006．7

企業

教育機
関

メディア

政府・行
政

サイエンスコミュニケーションの今後

サイエンスコミュニケーションの社会的役割は増加

第4期科学技術基本計画

全国的な組織を作り、取り組む

コミュニケ―タの横断的組織、NPO、学会コミュ ケ タの横断的組織、NPO、学会

大学における科目の設置と初等中等教育への導入

研究者養成、教員養成段階、教員研修

何のために、何を目指すのか？

34

何のために？
どのような社会を目指すのか

豪州の事例
目標

どのような社会を目指
すのか

政策

Inspiring Australia—a national strategy for engagement with the sciences
http://www.innovation.gov.au/General/Corp‐MC/Pages/InspiringAustralia.aspx

Developing levels of interest and engagement in science

政策

社会を支える人材を
養成

戦略・実践

世代に応じた具体的
な計画と実践

知の創造を担う人材知の社会還元を担う人材

豊かに生きることができる社会の構築
Learning Society 

科学を楽しみ、知識を活用し、課題に適切に対応できる人材

コミュニケーション能力の育成 専門的知識の習得 大学院

個人の自立と社会における協働
目
標

政

策

どのような社会を目指すのか

幼児～小学低学年期

基礎的な知識の習得

大学

博物館

研究機関

学校教育連携機関

小学高学年～中学校期

高等学校・高等教育期

子育て期・壮年期

熟年期・高齢期

戦略マップ
高等学校

中学校

小学校

幼稚園

知識を活用する能力の育成

感性の涵養・科学的な思考習慣の涵養

社会教育

教育基盤
36

戦
略
呍実
践


